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令和７年度　高山市立　久々野中　学校　学校経営の重点及び自己評価　　　校長　　金子　貴明
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本年度新たな学校の重点
具体的な実践内容または観点

（手立てとしてどうか、または達成度はどうか）
分析と改善点

〇生徒一人ひとりの実態把握 ・興味関心や既習内容の定着度等の把握

〇個別最適な学び
・まず、自分の力で取り組む課題解決学習
・追究方法を自ら選択できる多様な学びの保障

〇協働的な学び

・自己内、資料、仲間等の対話の位置付け
・議論を中心に据えた授業構成
・自ら考えや疑問を表出できる仲間関係づくり
・プレゼンを活用した発表の工夫や改善

○家庭やＰＴＡ、保育園や小学校、
久々野支所、学校運営協議会、ま
ちづくり協議会との連携・協力

・高屹山登山（１年）［まちづくり協議会協力］
・キャリア教育講演会［ＰＴＡ］
・学校運営協議会を小中合同で実施

○願いをもち、自己実現に向けて
の取組

・「なりたい自分」の設定と具体的な評価による変化や
伸びの実感
・相互評価を通しての自己有用感の向上
・自分の長所や強みの発見と自覚

○生徒自身の手による学級活動・
生徒会活動

・生徒のアイデアや願いの尊重、実現
・見栄えよりやりがいや達成感を味わえる活動
・トライ＆エラーの実践

○仲間とのちがいの受容

・互いのちがいを認め合える仲間関係
・「ちがいこそよさ」の認識
・いじめを許さない仲間関係
・「ぎふ　いのちの教育」の実践

学校運営協議会における主な評価内容

〇郷土教育や地域と共にある学校、学校だより等久々野にとってありがたい教育を実践している。
〇平和学習で成果を収めている。地域としても誇らしい。
〇郷土教育やキャリア教育で中学生が地域社会の構成員になってほしい。
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〇学校評価の「『わかった』『できた』という実感がも
てる授業を行っている」の項目に対する生徒の肯定
的な評価の割合は、８３.９％と８０％を上回る結果と
なった。１００％に到達しない要因としては、生活ア
ンケートの結果から「授業内容がよくわからない」
「学習内容が身についていない」と思ってる生徒が
いるためであると考えられる。したがって、来年度は
一人一人の実態把握や個に応じた課題を設定する
ことで、残り約１６％の生徒にとっても「わかった」「で
きた」と実感できる授業を実践していく。

〇学校評価の「地域に関心を持ち、諸活動に進ん
で参加している」という項目に対する教員の肯定的
な評価の割合は、９１.７％と高い数値を示している
のに対して、保護者の肯定的な評価は７９.８％、生
徒の肯定的な評価の割合は７４.２％に留まってい
る。この乖離の要因として、２０数％の家庭が地域
に参画していないということが考えられる。したがっ
て来年度は、学校が地域との橋渡し役となり、地域
に参画する機会を多くつくり、ＰＲ活動をしていく。

〇学校評価の「自分が目指す『なりたい自分』にむ
けて努力している」という項目に対する生徒の肯定
的な評価の割合は、８８.１％と９０％台に近付く結果
となった。また、「互いの違いを認め合い、分け隔て
なく関わることができる」の項目に対する生徒の肯
定的な評価の割合が８７.１％であるのに対して、教
員の肯定的な評価は５８.３％に留まっている。これ
は、固定化された仲間関係で成長してきたため、違
いを認め合うということの意味理解が薄いと考えら
れる。したがって来年度は、互いのよさや違いを認
め合える活動を積極的に行っていく。

○地域の行事やイベント等への積
極的な参加　「地域に打って出る
久々野中」

・地域行事でのボランティア参加、発表　・各施設での
合唱やコンサート　・地域防災学習への参加　等

○久々野の未来を創造する夢プラ
ンの推進　　「地域に発信・提案す
る久々野中」

・平和学習を通したふるさとの幸せの実感、継承プラン（３年）
・キャリア教育を中心としたふるさとの産業発展プラン（２年）
・ふるさとの自然や文化等、地域資源発見や活用プラン（１年）


